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（整理番号） 農業振興課提案機関名

１８

※記入不要

養液栽培トマト根腐病に対する各種対策の評価による総合防除対策の確立要望問題

【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】要望問題の内容
【背景】
平成 年 月の農薬取締法の改正により養液栽培トマトの農薬使用が厳しくなり、現地で15 3

は根腐病が多発し、栽培に支障をきたしている。発生農家は、銀農薬、オゾン殺菌装置、外部
遮光等効果があるといわれている技術をそれぞれ導入しているが、効果がある場合とない場合
があり、どの技術をどのように使用したらよいのかわからない状態にある。

【内容】
１ 銀農薬（オクトクロス）使用時の銀の溶出量と根腐病の防除効果
２ 県内で使用されている原水水質と銀の溶出量
３ オゾン濃度と根腐病の防除効果
４ 外部遮光による室温、水温の変化と根腐病防除効果
５ 液体肥料（亜リン酸）による防除効果

【栽培面積】
湛液式養液栽培トマト ３ （ 戸）ha 20

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決希望年限

①研究所対応 ②委託研究 ③共同研究 ④その他研究対応区分

①農業総合研究所（ ②根府川試験場 ③三浦試験場 ④津久井試験場 ）対応を希望す
⑤畜産研究所 ⑥水産総合研究所（ ⑦内水面試験場 ⑧相模湾試験場 ）る研究機関名
⑨自然環境保全センター

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

農業総合研究所回答機関名

部 署：農業環境部

①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可対応区分

（①、②、④の場合）試験研究課題名

対応の内容等

銀の溶出量については現地の培養液、原水を専技が分析調査を実施中です。
オゾン殺菌装置、外部遮光、亜ﾘリン酸カリウム、ロックウール耕による間断給液について
市、普及センター、農総研が協力して対策を考えていきます。

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決予定年限

備 考


